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平
成
18
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会
で

は
、
諮
問
・
同
意
案
・
条
例
案
等
22
件
と

新
年
度
予
算
案
27
件
、
議
員
提
出
議
案
１

件
の
計
50
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
45
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
諮
問
１
件
と
同
意
案

２
件
は
、
定
例
会
初
日
に
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度
予

算
案
を
除
く
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

定
例
会
２
日
目
に
各
委
員
長
の
報
告
、
討

論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
新
市
長

の
も
と
で
の
初
め
て
の
予
算
案
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
２
・
１
％
の
減
と
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
普
通
建
設

事
業
費
の
対
前
年
度
比
11
・
８
％
の
減

や
、
扶
助
費
の
２
・
９
％
減
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

付
託
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

９
日
間
に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
最
終
日
に
は
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
案（
原
案
）

に
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
委
員
20
名
が
、

庁
舎
建
設
の
た
め
の
費
用
７
９
７
０
万
円

を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
予
算
案
の
修
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
案
、

修
正
案
両
方
に
つ
い
て
の
採
決
を
予
算
特

別
委
員
会
で
行
っ
た
結
果
、
ど
ち
ら
も
過

半
数
に
は
至
ら
ず
、
両
方
の
予
算
案
を
否

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
市
長
の
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
７
日
目
に
は
、
予
算
特
別
委
員

長
が
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
た

後
、
20
名
の
議
員
か
ら
、
予
算
特
別
委
員

会
で
提
出
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
、
一
般

会
計
予
算
案
に
対
す
る
修
正
案
が
議
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
原
案
、

修
正
案
に
つ
い
て
討
論
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
修
正
案
を
可
決

し
、
次
に
修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の

特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

市
長
の
提
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
し
て
提
案
さ
れ
た
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
や
助
役
の
選
任
な
ど
の

同
意
案
４
件
に
つ
い
て
は
、
提
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
終
了
後
、
定
例
会
で
の
議
決
結

果
を
受
け
て
、
市
長
は
６
月
30
日
に
、
議

長
に
対
し
、
庁
舎
建
設
費
用
を
加
え
修
正

さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
再
議

（
※
）
を
請
求
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
７
月
６
日
に
は
第
２
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
再
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。再

議
の
結
果
、
定
例
会
７
日
目
の
修
正

議
決
は
、
要
件
で
あ
る
出
席
議
員
の
３
分

の
２
以
上
の
賛
成
（
特
別
多
数
議
決
）
に

達
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
否
決
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
長
が
提
案
し
た
原
案

を
採
決
し
た
結
果
、
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

※再議とは・・・
地方自治法に定められた手続きで、議会が行った議決に対して、市長が審議のやり直しを

求める行為。
市長から再議の請求が議長になされると、議会が行った議決はいったん議決される前の状
態に戻ります。その上で、再度採決を行い、出席議員の３分の２以上が前回と同様の議決に
賛成すればこの議決は確定します。
賛成者が３分の２に満たない場合、この議決は否決となります。そして、予算案の修正の
場合、改めて修正される前の市長が提案した予算案（原案）を採決します。この場合は、過
半数の賛成者をもって可決されます。

平成18年
第2回定例会

藏
田
新
市
長
の
も
と
で
、
初
の
予
算
成
立

平
成
18
年
第
2
回
臨
時
会
に
お
い
て
市
長
提
案
の
予
算
案
可
決

（
注
）
特
別
多
数
議
決
に
つ
い
て

通
常
、
採
決
で
は
出
席
議
員
の
過
半

数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
す
が
、

今
回
は
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

議
員
や
市
長
の
身
分
の
喪
失
に
関
わ

る
よ
う
な
も
の
や
住
民
の
利
害
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
案
件
で
は
、
よ
り
慎

重
な
意
思
決
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
法
律
に
よ
り
出
席
議
員
の
３
分
の

２
以
上
な
ど
と
い
っ
た
よ
り
厳
し
い
要

件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
特

別
多
数
議
決
と
い
い
ま
す
。
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第2回定例会において、修正された予算を議決（修正議決）�
（定例会7日目　6／29）�

第2回臨時会において、6月29日の修正議決のとおり決するかを採決�
（臨時会　7／6）�

定例会終了後、市長が議長に再議書の提出�

可　　　　　　決� 否　　　　　　決�

6月29日に行った議決（修正議決）が確定� 改めて修正前の原案を採決�

出席議員の2分の1以上が賛成� 出席議員の2分の1未満が賛成�

原　案　を　可　決� 原　案　を　否　決�

出席議員の3分の2未満が賛成�出席議員の3分の2以上が賛成�

再議の流れ�
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■重点施策

民　生　費�
24.2％�

15,307,375

公　債　費�
16.5％�

10,452,747

総　額�

100.0％�

63,163,000

土　木　費�
18.2％�

11,463,482

衛　生　費�
5.8％�

3,687,966

総　務　費�
11.8％�

7,456,176

教　育　費�
10.7％�

6,755,094

農林水産業費�
3.9％�

2,450,729

消　防　費�
3.6％�

2,245,190

商　工　費�
3.1％�

1,944,391

労　働　費�
0.4％�

264,331

議　会　費�
0.8％�

501,744

諸支出金�
0.6％�

408,782

災害復旧費　0.3％　164,993�
予　備　費　0.1％　  60,000

市　　税�
42.2％�

26,687,940

地方交付税�
12.8％�

8,060,000

総　額�

100.0％�

63,163,000

一般財源�
70.2％�

44,318,116

特定財源�
29.8％�

18,844,884

国庫支出金�
9.0％�

5,669,277

市　　債�
8.5％�

5,390,000

県支出金　4.2％�
2,599,245

地方譲与税�
3.4％�

2,178,000

市債　3.4％　2,160,000�
（減税補てん　臨時財政対策）�

地方特例交付金�
0.9％�

585,000�
�

自動車取得税交付金�
0.8％�

480,000�
�

諸　収　入�
0.4％�

233,897�
�

そ　の　他�
1.0％�

593,795

地方消費税交付金�
2.6％�

1,635,000

繰　入　金�
2.7％�

1,704,484

繰入金　2.5％�
1,569,113

諸収入　2.0％�
1,315,358

分担金及び負担金　1.8％�
1,121,265

使用料及び手数料　1.7％�
　1,094,264�
�
財産収入　0.1％�
　84,312�
�
寄附金　0.0％�
　2,050

平成18年度予算の概要
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《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
一
般
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
合
併
特
例
債
事
業
の
早
期
か
つ
計
画
的

な
実
施
を
望
む
。

・
公
共
交
通
の
検
討
で
は
、
他
市
の
成
功

例
を
参
考
に
し
、
市
営
バ
ス
の
導
入
な

ど
の
検
討
を
。

・
高
度
情
報
化
の
推
進
へ
向
け
、
専
門
部

署
の
設
置
を
。

・
不
審
者
情
報
と
あ
わ
せ
た
子
育
て
情
報

の
提
供
の
継
続
を
望
む
。

・
民
設
民
営
に
よ
る
保
育
所
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
保
護
者
と
の
十
分
な
協
議
を
。

・
全
国
に
誇
れ
る
新
学
校
教
育
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
プ
ラ
ン
の
策
定
を
。

・
小
・
中
学
校
耐
震
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
早
期
の
対
応
を
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
処
理
施
設
稼
動
に
あ

わ
せ
て
分
別
収
集
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

事
業
系
ご
み
問
題
な
ど
へ
の
対
応
を
。

・
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
新
た
な
工
業
団
地
の
建
設
へ
の
取

り
組
み
を
。

・
道
路
、
農
業
用
施
設
な
ど
の
生
活
関
連

基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
対
策
と
し
て
必
要
な
予
算
の
増
額
を
。

・
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
市
政
を
後

退
さ
せ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
協
議

経
過
な
ど
を
踏
ま
え
、
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
県
地
域
事
務
所

の
あ
り
方
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
時
期

の
確
認
を
。

・
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上
に
向
け
、

専
門
部
署
を
設
置
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
努
力
を
。

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
を
。

・
非
常
事
態
発
生
時
の
危
機
管
理
対
策

を
。

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
充
実
を
。

・
安
全
マ
ッ
プ
の
活
用
を
。

・
各
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
商
工
会
議

所
、
商
工
会
へ
の
助
成
を
。

・
県
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
た
建
築
確
認

事
務
に
対
応
で
き
る
人
員
の
確
保
と
専

門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
活
用
を
。

▽
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案
の
提
出

（
提
案
理
由
）

新
市
建
設
計
画
の
核
と
な
る
新
庁
舎

建
設
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
に

よ
り
財
源
保
障
が
極
め
て
流
動
的
な

中
、
建
設
時
期
を
間
違
え
る
と
新
市
建

設
計
画
の
実
施
計
画
の
実
現
に
支
障
を

来
す
こ
と
か
ら
、
早
急
に
建
設
す
べ
き

で
あ
る
。

（
修
正
内
容
）

新
庁
舎
基
本
設
計
費
７
０
０
０
万
円

及
び
地
質
調
査
費
９
７
０
万
円
の
、
あ

わ
せ
て
７
９
７
０
万
円
の
増
額
。

人　件　費�
21.6％�

13,662,549

総　額�

100.0％�

63,163,000
公　債　費�
16.6％�

10,452,743

扶　助　費�
10.6％�

6,717,605

普通建設事業費�
19.1％�

12,067,823

繰　出　金�
9.0％�

5,701,988

物　件　費�
12.8％�

8,097,546

補助費等�
6.2％�

3,886,060

維持補修費�
2.0％�

1,265,669

予　備　費�
0.1％�
60,000

投資及び出資金�
積立金�
0.2％�

127,252

貸　付　金�
1.5％�

958,772

災害復旧事業費�
0.3％�

164,993

その他の行政経費�
予　備　費�
21.1％�

13,309,275

投資的経費�
19.4％�

12,232,816

投融資関係経費�
10.7％�

6,788,012

義務的経費�
48.8％�

30,832,897
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▽
委
員
会
に
お
け
る
原
案
へ
の
賛
成
討
論

起
債
残
高
の
増
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
新
市
建
設
計
画
実
現
の
た
め
に
財

政
推
計
を
改
め
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
庁

舎
建
設
は
、
教
育
、
福
祉
な
ど
と
あ
わ
せ

て
全
体
計
画
と
財
源
構
成
を
含
め
て
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。
優
先
順
位
を
明
確
に
す

る
な
か
で
庁
舎
建
設
は
改
め
て
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
暫
定
予
算
に
庁
舎
建
設
費
用

が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

新
庁
舎
建
設
は
新
市
長
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
案
は
民
意
を
尊
重

し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
当
た
っ
て
の

原
案
に
示
さ
れ
た
方
向
性
は
大
切
で
あ
る
。

▽
委
員
会
に
お
け
る
原
案
、
修
正
案
両
方

へ
の
反
対
討
論

庁
舎
建
設
以
前
に
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
施
策
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
。
小
・

中
学
校
の
耐
震
調
査
へ
の
取
り
組
み
な
ど

評
価
で
き
る
点
は
あ
る
が
、
高
齢
者
へ
の

増
税
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
重
度
心
身
障
害

者
へ
新
た
に
求
め
る
医
療
費
一
部
負
担
、

大
規
模
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
就

学
援
助
の
基
準
な
ど
の
問
題
に
対
応
し
た

予
算
と
な
っ
て
い
な
い
。

▽
委
員
会
に
お
け
る
修
正
案
へ
の
賛
成
討
論

庁
舎
建
設
は
こ
の
機
を
逃
す
と
前
へ
進

ま
な
い
。
庁
舎
建
設
を
３
年
間
凍
結
す
る

正
当
な
理
由
が
な
い
。
地
方
分
権
へ
の
対

応
、
よ
り
高
度
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
た
め
の
効
率
的
・
機
能
的
な
行
政
、
災

害
時
の
拠
点
確
保
、
福
祉
・
教
育
の
充
実

の
継
続
実
施
の
た
め
、
庁
舎
建
設
に
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
お

り
、
庁
舎
建
設
の
先
延
ば
し
に
は
不
安
が

あ
る
。
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
で
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
大
き
な
要
素
と

な
る
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、原
案
、修
正
案
と
も
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｒ
事
業
の
継
続
し
た
取
り
組
み
を
。

・
西
条
地
域
、
西
部
地
域
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
場
所
へ
の
早
急

な
設
置
を
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業
を
、
各
地
域
に
お

い
て
運
営
で
き
る
た
め
の
取
り
組
み
を
。

・
水
道
事
業
に
係
る
財
政
見
通
し
を
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
引
き
上

げ
、
老
人
保
健
に
お
け
る
医
療
費
改
定
に

伴
う
居
住
費
・
食
費
の
新
た
な
負
担
、
介

護
保
険
法
改
正
に
伴
う
居
住
費
・
食
費
の

新
た
な
負
担
を
高
齢
者
に
求
め
て
い
る
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
特
別
会
計
、

企
業
会
計
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》

●
一
般
会
計
予
算

▼
原
案
へ
の
賛
成
討
論

起
債
残
高
が
増
加
し
財
政
状
況
が
ひ
っ

迫
す
る
中
、
市
の
教
育
、
福
祉
、
安
心
安

全
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
新
庁
舎
建

設
が
最
優
先
課
題
と
は
思
わ
な
い
。

新
庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更

し
て
で
も
市
民
の
視
点
か
ら
新
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
に
つ
い

て
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
民
意
を
酌

み
、
検
討
を
加
え
な
が
ら
歩
む
そ
の
政
治

姿
勢
を
評
価
す
る
。

今
年
度
庁
舎
建
設
費
用
を
予
算
計
上
し

な
く
と
も
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
み
れ
ば

大
き
な
遅
れ
に
は
な
ら
な
い
。
市
長
選
の

し
こ
り
で
市
政
が
停
滞
し
て
は
な
ら
な

い
。
速
や
か
に
原
案
を
可
決
し
今
年
度
の

施
策
を
実
行
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
の
凍
結
は
新
市
長
の
選
挙
公

約
で
あ
る
。
前
市
長
は
今
年
度
予
算
を
暫

定
予
算
と
し
、
庁
舎
建
設
な
ど
の
方
針
す

べ
て
を
新
市
長
に
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
選
挙
結
果
が
す
べ
て
で
あ
る
。

▼
原
案
、
修
正
案
両
方
へ
の
反
対
討
論

庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
人
当
た
り
の
市
民
税
が
年
々
減
っ
て
い

く
中
、
市
民
の
生
活
を
ど
う
守
っ
て
い
く

か
考
え
る
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
庁
舎
建

設
の
時
期
は
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

企
業
立
地
助
成
に
は
９
億
円
も
の
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
一
方
、
医
療
費
な

ど
へ
の
軽
減
策
は
な
く
、
就
学
援
助
制
度

の
改
善
も
見
ら
れ
な
い
。
市
民
の
負
担
を

軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
修
正
案
へ
の
賛
成
討
論

市
の
拠
点
性
を
高
め
る
に
は
地
域
事
務

所
の
機
能
を
高
め
る
べ
き
で
あ
り
、
市
庁

舎
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

庁
舎
建
設
を
凍
結
す
る
期
間
で
あ
る
３
年

間
に
は
根
拠
が
な
い
。
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
耐
え
う
る
庁
舎
を
早
期
に
建
設

す
べ
き
で
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
の
３
年
間
凍
結
は
市
長
選

挙
で
の
公
約
だ
が
、
地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
中
、
３
年
後
の
合
併
特
例
債
の
あ

り
方
に
は
不
安
が
あ
る
。
市
民
よ
り
情
報

源
を
多
く
持
つ
議
員
が
庁
舎
建
設
へ
の
決

断
を
す
べ
き
で
あ
る
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

介
護
納
付
金
の
不
足
分
５
５
０
０
万
円

は
、
税
率
の
引
き
上
げ
で
な
く
、
す
べ
て

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
補
う
べ
き
で
あ

る
。
高
齢
者
は
高
騰
す
る
医
療
費
負
担
に

苦
し
ん
で
お
り
、
老
人
保
健
制
度
そ
の
も

の
の
抜
本
的
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
介
護

保
険
制
度
の
改
定
に
よ
る
負
担
増
で
高
齢

者
の
生
活
は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
制
度
内

容
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
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平成18年第2回定例会　議決状況

■水道事業会計

区　　　　　　　　分 平成18年度予算額 平成17年度予算額

一　　　　般　　　　会　　　　計 631億6,300万0千円 644億9,600万0千円

特
　
　
　
　
別
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

住宅新築資金等貸付事業 1,910万1千円 2,356万6千円

公共下水道事業 79億2,302万0千円 84億2,393万9千円

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 1,962万1千円 1,845万0千円

原地区工業団地汚水処理施設事業 427万8千円 387万0千円

志和流通団地汚水処理施設事業 1,169万9千円 1,148万8千円

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 683万3千円 706万7千円

河内臨空団地汚水処理施設事業 684万6千円 591万5千円

農業集落排水事業 5億3,291万4千円 2億7,896万5千円

東広島駅前土地区画整理事業 5億5,375万7千円 7億1,524万1千円

ひがしひろしま墓園管理事業 2,715万2千円 3,164万7千円

特定地域生活排水処理事業 1,154万4千円 1,333万5千円

安芸津港湾事業 956万6千円 943万1千円

国民健康保険 131億8,105万7千円 128億9,272万5千円

老人保健 149億9,602万8千円 152億1,063万6千円

介護保険 95億8,449万2千円 92億3,613万4千円

財産区（管理会） 1,483万7千円
（10管理会）

754万8千円
（10管理会）

計 469億 274万5千円 468億8,995万7千円

合　　　　　　　計 1,100億6,574万5千円 1,113億8,595万7千円

区　　　　　　　　分 平成18年度業務予定量・予算額 平成17年度業務予定量・予算額

給水戸数 62,900戸 61,340戸

年間総配水量 17,183,000m3 17,278,572m3

一日平均配水量 47,077m3 47,339m3

収益的収入 42億5,465万3千円 42億8,280万9千円

収益的支出 42億9,492万0千円 42億8,657万4千円

資本的収入 8億3,666万7千円 11億2,892万6千円

資本的支出 18億4,743万8千円 22億2,666万5千円
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常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
上
三
永
財
産
区
基
金
条
例
の
一
部
改
正

財
産
管
理
運
営
事
業
に
係
る
財
源
が

不
足
す
る
た
め
、
上
三
永
財
産
区
基
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
、
そ
の
財
源
に
充

て
る
も
の
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
の
所
得
割
の
税
率
の
一
律

化
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
き
上
げ

な
ど
を
行
う
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

前
回
の
税
制
改
正
で
は
、
高
齢
者
や

低
所
得
者
の
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
に
大
変
な
影
響
を
与
え
た
が
、
今

回
の
定
率
減
税
の
廃
止
は
、
高
齢
者
や

低
所
得
者
へ
さ
ら
な
る
負
担
増
を
強
い

る
こ
と
と
な
る
。

●
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤

消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善
を
図
る
た

め
、
退
職
報
償
金
の
支
給
額
の
一
部
を

引
き
上
げ
る
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
財
産
の
取
得

（
仮
称
）
東
広
島
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
用
地
を
買
い
入
れ
る
も
の
。

予
定
価
格

２
億
３
０
５
２
万
２
５
３
円

契
約
の
相
手
方

ビ
ス
テ
オ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

〈
反
対
討
論
〉

食
育
の
後
退
や
衛
生
面
の
リ
ス
ク
、

地
産
地
消
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
配

送
時
の
交
通
渋
滞
な
ど
、
大
規
模
セ
ン

タ
ー
化
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
自

校
方
式
や
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
と
の
比
較
検

討
を
十
分
行
っ
て
い
な
い
。
自
校
方
式

と
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
方
式
を
併
用
す
べ
き

で
あ
る
。

●
財
産
の
処
分

芸
術
文
化
の
振
興
に
要
す
る
資
金
と

す
る
た
め
、
平
田
周
子
芸
術
文
化
振
興

基
金
の
土
地
を
売
り
払
う
も
の
。

予
定
価
格

５
６
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方

友
和
建
設
工
業
有
限
会
社

●
財
産
の
減
額
貸
付
け
の
変
更

土
地
の
評
価
額
の
下
落
に
伴
い
、
社

団
法
人
東
広
島
地
区
医
師
会
に
貸
し
付

け
て
い
る
東
広
島
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

敷
地
の
年
間
貸
付
料
を
25
万
３
６
０
０

円
引
き
下
げ
、
１
２
２
万
７
０
０
０
円

に
変
更
す
る
も
の
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正

県
が
行
う
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

公
費
負
担
制
度
の
改
正
に
合
わ
せ
、
平
成

18
年
８
月
１
日
か
ら
、
医
療
費
の
支
給

対
象
者
が
医
療
機
関
等
ご
と
に
１
日
２
０

０
円
（
平
成
20
年
７
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
っ
て
は
１
０
０
円
）
の
一
部
負
担
金

を
支
払
う
制
度
を
新
設
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

受
益
に
対
す
る
応
分
の
負
担
の
考
え

方
は
重
要
だ
が
、
近
年
応
能
負
担
か
ら

応
益
負
担
へ
傾
き
つ
つ
あ
る
。
障
害
者

の
収
入
状
況
な
ど
の
生
活
実
態
を
把
握

し
た
上
で
の
納
得
の
得
ら
れ
る
説
明
が

さ
れ
て
い
な
い
。

〈
賛
成
討
論
〉

制
度
の
継
続
・
維
持
の
た
め
や
む
を
得

な
い
措
置
で
あ
る
。２
年
間
の
経
過
措
置

の
後
、財
政
状
況
を
勘
案
し
、再
検
討
す

る
こ
と
で
よ
り
よ
い
制
度
改
正
と
な
る
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正

県
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費

負
担
制
度
の
改
正
に
合
わ
せ
、
平
成
18

年
８
月
１
日
か
ら
、
医
療
費
の
受
給
者

が
医
療
機
関
等
ご
と
に
１
日
５
０
０
円

（
平
成
20
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

っ
て
は
２
５
０
円
）
の
一
部
負
担
金
を

支
払
う
制
度
を
新
設
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

ひ
と
り
親
家
庭
の
実
態
把
握
が
な
く
、

条
例
改
正
が
与
え
る
影
響
が
許
容
範
囲

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
材
料
が
乏
し
い
。

低
所
得
世
帯
の
多
い
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
、
改
め
て
負
担
を
求
め
て
い
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

制
度
の
継
続
・
維
持
の
た
め
に
は
や

む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
。
２
年
間
の

経
過
措
置
の
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

再
検
討
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
制
度
改

正
と
な
る
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
に
係

る
介
護
納
付
金
の
納
付
額
と
課
税
額
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
属

す
る
世
帯
の
納
税
義
務
者
に
課
す
る
介

護
納
付
金
課
税
額
の
税
率
等
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
介
護
納
付
金
課
税
額
の
減
額
措
置
に

つ
い
て
、
そ
の
減
額
す
る
額
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

介
護
納
付
金
の
不
足
分
５
５
０
０
万

円
は
、
税
率
の
引
き
上
げ
で
な
く
、
す

べ
て
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
補
う
べ

き
で
あ
る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
出
産

時
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
、
平

成
18
年
10
月
１
日
か
ら
５
万
円
引
き
上

げ
、
35
万
円
と
す
る
も
の
。



●
議
員
派
遣

全
国
市
議
会
議
長
会
米
国
・
カ
ナ
ダ

都
市
行
政
視
察
、
姉
妹
都
市
訪
問
、
全

国
都
市
問
題
会
議
に
そ
れ
ぞ
れ
議
員
を

派
遣
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

全
国
市
議
会
議
長
会
米
国
・
カ
ナ
ダ

都
市
行
政
視
察
に
つ
い
て
は
、
市
の
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
、
市
民
か
ら
も
大

変
強
い
批
判
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
粛
す
べ
き
で
あ
る
。
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【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
農
業
集
落
排
水
事
業
減
債
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定

農
業
集
落
排
水
事
業
に
係
る
県
の
支

援
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
年
度
か

ら
下
水
道
事
業
債
償
還
基
金
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
農
業
集
落

排
水
事
業
減
債
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
市
道
の
路
線
の
廃
止

西
条
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工

事
完
了
等
に
伴
い
、
起
点
や
終
点
を
変

更
す
る
な
ど
市
道
10
路
線
を
廃
止
す
る

も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
認
定

西
条
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

道
路
や
こ
の
区
域
に
接
す
る
道
路
12
路

線
と
新
設
・
改
良
道
路
２
路
線
、
合
計

14
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

●
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

安
芸
津
町
の
区
域
の
下
水
道
整
備
に

伴
い
、
当
該
区
域
の
公
共
下
水
道
事
業

に
係
る
受
益
者
負
担
金
の
額
を
、
１
㎡

当
た
り
６
０
０
円
と
す
る
も
の
。

●
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
条
例
の
一
部

改
正水

洗
便
所
改
造
資
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
工
事
に
つ
い
て
、

公
共
下
水
道
等
の
処
理
開
始
の
告
示
日

か
ら
３
年
以
内
と
し
て
い
た
要
件
を
、

告
示
日
以
後
の
工
事
に
緩
和
す
る
も
の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
西
条
町
田
口
２
５
７
番
地
４

下
滿

武
雄

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
１
０
７
２
番
地
２

坪
内
　
博
實

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
の
同
意

東
広
島
市
河
内
町
河
戸
１
１
６
０
番
地

Z

原
　
光
男

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

東
広
島
市
西
条
朝
日
町
13
番
22
―
６
０
７
号

岸
田
　
正
之

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

呉
市
吉
浦
上
城
町
１
番
12
号木

村
　
　
清

●
助
役
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
高
屋
高
美
が
丘
六
丁
目
14
番
７
号

笹
岡
　
秀
人

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
高
屋
高
美
が
丘
六
丁
目
14
番
７
号

笹
岡
　
秀
人

平
成
18
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
井
原

修
副
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
、
選
挙
の

結
果
、
寺
尾
孝
治
議
員
が
副
議
長
に
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

東
広
島
市
西
条
町
助
実
３
３
１
番
地

森
田
　
貢
司

東
広
島
市
志
和
町
志
和
東
83
番
地

水
木
　
正
英

東
広
島
市
黒
瀬
町
小
多
田
１
０
９
３
番
地

北
土
井
　
好
夫

東
広
島
市
河
内
町
中
河
内
７
４
０
番
地
１

末
政
　
欣
吾

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

東
広
島
市
八
本
松
町
飯
田
４
３
７
番
地
７

西
本
　
慶
子

東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津
４
６
３
８
番
地

大
木
　
昇
三

東
広
島
市
豊
栄
町
吉
原
３
２
５
５
番
地

片
島
　
文
憲

東
広
島
市
高
屋
町
高
屋
東
２
７
６
９
番
地
１

朝

剛
平

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
・
選
任

・
辞
任
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
孝
治

・
選
任
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
靖
幸

○
竹
原
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

・
辞
職
　
　
　
　
　
　
井
原
　
　
修

・
当
選
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
孝
治

議
員
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

■第2回定例会で

可決した案件

●条例案等 ……………15件
●新年度予算案 ………27件
●諮問……………………1件
●同意案…………………6件
●議員提出議案…………1件

副議長　

新
副
議
長
　
決
ま
る


